
                 

 今年もあと 1 か月、寒さも一段と増してくる季節になりました。 

空気も乾燥し、かぜやインフルエンザなどの感染症にかかりやすい時期でもあります。 

しっかり予防をして、冬を元気に過ごしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 11月２８日 

足立区立足立入谷小学校 

校 長   田村 正弘 

栄養士  齊藤 絢子 

 

冬至について(今年は１２月２２日) 
 

冬至は 1 年間の中でもっとも昼が短く、夜が長い日のことです。この日にゆず湯に入った

り、かぼちゃを食べたりするとかぜをひかない、といわれています。 

 冬至の料理では「冬至南瓜」が有名ですが、地方によっては、「運盛り」といって、終わり

に「ん」のつく食べ物を食べると縁起がよいとされてきました。さらに言葉の中に２つ「ん」

がある７つの食べ物はとくに運を呼び込むといわれています。南瓜(なんきん)・うんどん(うど

ん)・蓮根(れんこん)・寒天(かんてん)・人参(にんじん)・銀杏(ぎんなん)・金柑(きんかん)は冬の

七草として冬至に食べます(給食では 21 日に冬至のもちを出します)。 

 なぜ「ん」かというと、「ん」はいろは順でも最後のひらがななので、冬至を最後に日が長

くなることにかけたそうです。またこの 7つの食べ物にはカロテン、ビタミン C、食物繊維、

エネルギーのもとになる炭水化物が多くあり、栄養面からも理にかなっていると言えそうで

す。 
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12 月給食だより 


